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応用調和主義

調和主義の基礎となる哲学の一部。参照：調和実在論、調和的認識論、調和の道、調和の輪。




原理

ロゴス（Logos）は単に現実を記述するだけではない。それは現実を秩序付ける。銀河系や細胞や季節を構造化する宇宙的な調和は、遠距離から瞑想される光景ではなく、参与すべき共通のパターン、入るべき流れ、体現されるべき秩序である。調和主義全体のアーキテクチャは、この認識の上に成り立っている。すなわち、真理とは思索を通じて到達し、その後、オプションとして行動する何かではなく、生きて入る何かなのだ。知ることと生きることは同じ行為である。ダルマ（Dharma）を理解することは、すでにそれを歩み始めることであり、それを歩むことは、どのような議論も提供できるよりも深く理解することである。

これが、調和主義が基礎から応用哲学である理由である。「実践的脚注を伴う純粋理論」という二次的な意味ではなく、その本質的な意味において——すなわち、その目的そのものが、人間が存在のあらゆる次元にわたってどのように生きるかを再組織する体系という意味においてである。形而上学は、倫理学を生み出すために存在し、倫理学は、実践を生み出すために存在し、実践は、実践者を臨在に戻すために存在する——これは、障害が蓄積される前の場所である。これは直線ではなく円である。各回転は、理解と体現の両方をより深くする。

応用調和主義は、システム内の一つの部門ではない。それはシステム自体である。実践とは独立して存在する「理論的調和主義」はない。なぜなら、理論の内在的論理自体が、その応用を要求するからである。身体が意識の神殿であるなら、神殿のアーキテクチャは重要である——あなたが何を食べるか、どのように眠るか、そして最初の頸椎の整列まで。ロゴスが全ての規模で現実を秩序付けるなら、人間の生活の領域で、その管轄外に落ちるものはない——そして、したがって、調和主義が対処することを見過ごす領域はない。調和の輪は、この誓約の構造的表現である。人間の生活の全周囲にわたって哲学を実践に分解するものである。





ロゴスから朝へ

形而上学から日々の実践への動きは、崇高なものから俗なるものへの下降ではない。それは、その自身の主張を真摯に受け取る哲学の自然な展開である。

絶対者（0+1=∞）——虚無と宇宙の不可分の統一——は形而上学的基盤である。この基盤から、ロゴスは、すべての顕現の秩序付ける原理として現れる。宇宙的調和は、ヴェーダの伝統がṚtaと呼ぶもの、ギリシャ人がロゴスと呼ぶもの、中国の伝統が道と呼ぶものである。ロゴスから、ダルマは人間の応答として現れる。宇宙的秩序との個人の行為の整列である。ダルマから、調和の道は倫理的道として現れる。そして、その道から、調和の輪は実践的アーキテクチャとして現れる——人間の生活の全体を七つの体現的実践の領域と一つの中心に分解する青写真である。

この流れ——絶対者→ロゴス→ダルマ→道→輪→実践——は、ますます希薄化された抽象化の連鎖ではない。それは、ますます具体化が深まる単一の運動であり、各段階は前の段階より具体的であり、各段階は先行する段階を、生きられた経験の領域においては現実にする。絶対者は、健康プロトコルに瞑想と同じくらい臨在しない。それは、より現在する。なぜなら、それが現実の物質、実際の肉体、実際の火曜日の朝に下された実際の決断に適用されたからである。

健康の輪はこれを具体的に示している。形而上学的主張——身体は意識の最も密度の濃い表現であり、したがってその健康は意識の完全な表現のための条件である——は、実践的アーキテクチャを生み出す。体現的実践の七つの柱（睡眠、回復、栄養、水分、浄化、補充、運動）が、観照（臨在を身体に適用した分形）を中心に構成されている。アーキテクチャは特定のプロトコルを生み出す。がん予防、代謝の回復、体の組成、慢性炎症。プロトコルは日々の行動を生み出す。朝7時に何を食べるか、いつ眠るか、何を避けるか、あなた自身の身体の信号をどのように観察するか。あらゆる段階において、形而上学は機能している——それは装飾的なコンテキストではなく、これらのプロトコルが取る形と、それらがシステムとして、ランダムな健康のヒントの集合ではなく、どのように結集するのかを決定する能動的な原理である。

これが調和主義における応用が意味することである。理論プラス応用ではなく、理論が応用である——形而上学が種子が木に展開する方法と同じ方法で実践に展開すること。木は種子の低い形態ではない。それは種子の成就である。





倫理としての人生のアーキテクチャ

調和主義における倫理は、システムの一つの枝ではない——それは、すべての枝を通して走る接続組織である。調和の道は、「この困難において正しい行為とは何か」と尋ねない。かのように倫理的生活は、理論によって仲裁されるべき一連の別個の選択で構成されている。それは尋ねる。この人の人生全体のアーキテクチャ——彼らの身体、彼らの関係、彼らの仕事、彼らの意識、自然や物質との彼らの関係——は現実の穀に合致しているか、それとも反対か?

この視点から、倫理的な質問は、トロッコ問題ではない。それは人生の問題である。存在のあらゆる次元をロゴスとの調和に持ち込む、継続的で、絶え間ないが、決して完了しない仕事である。あなたが何を食べるかは倫理的な質問である——栄養は身体をその設計に一致させるか、それともそれを歪めるからである。歪んだ身体は、その中で行動する意識を制約する。どのように眠るかは倫理的な質問である——睡眠不足は判断、共感、臨在の容量を低下させるからである。臨在のない人は、確実にダルマから行動することはできない。物質的な所持物をどのように管理するかは倫理的な質問である——散乱、債務、無意識的な消費は注意を断片化し、魂をその道具に従属させるからである。どのように子供を育て、どのように高齢の親に関わり、どのようにあなたのコミュニティに奉仕するか——これらは、人生への倫理の応用ではない。彼らは、倫理的な人生である。その完全さにおいて。

調和主義の見解では、倫理的な人とは、道徳哲学について最良の議論を持つ人ではない。それは、その人生が最も徹底的に一致している人である——睡眠から奉仕へ、呼吸から財政へ、彼らの注意の質から彼らの関係の完全性へ。輪は、この意味で、包括的な倫理的な道具である。善についての理論ではなく、あらゆる次元にわたって一致が存在し、どこで一致が妨げられるかの診断である。人間的な生活が占めることができる。

アンデスの伝統は、これを単一の原理で符号化している。アイニ（Ayni）——聖なる相互性。正しい関係は、正義の理論から演繹されない。それは、自己と宇宙、自己とコミュニティ、自己と生きた地球の間の与え合い、瞬間瞬間に、実践されている。これを生き生きさせるムナイ（Munay）——愛と意志——は、感情ではなく、個人を全体と一致させるために指向された力である。応用調和主義は、これを継承している。倫理は、あなたが保つ知的な立場ではない。それは、あなたが体現する——または体現できない——あらゆる行為における一致の質である。





ハーモニクス——生きた規律

調和主義が枠組みであるなら——オントロジー、認識論、倫理、そしてアーキテクチャ——、ハーモニクスはその実践である。実際の存在に枠組みを適用することの生きた規律。その関係は音楽を反映する。調和は構造的原理である。ハーモニクスは、振動する物質における具体的な表現である。理論と実践は二つのものではなく、同じものの二つの記録である——コードと、それの倍音が同じ周波数での一つの音であるのと同じ方法で。

ハーモニクスは、輪が特定の環境における特定の人間に出会うときに起こることである。原理は普遍的である——ロゴスはどこにでも作動し、ダルマはすべての人に適用される——しかし、応用は完全に個別的である。一人の人の輪を通じた道は、彼らの身体が危機にあるために健康から始まる。別の人は、彼らの最も深い苦しみが関係的であるために関係から始まる。また別の人は、彼らはすでに中心を垣間見ており、それを安定させる必要があるために臨在から始まる。調和の道は、推奨される統合の方向を符号化している。臨在→健康→物質→奉仕→関係→学び→自然→遊び→臨在。しかし、これは螺旋であり、処方箋ではない——各人は彼らがいる場所で入り、彼らが必要とするものに向かって動く。各パスは、より高い記録で作動する。

ハーモニクスの実践者は、固定されたプログラムに従わない。彼らは、輪を診断として読むことを学ぶ——どの柱が強いか、どこが妨げられているか、エネルギーがどこで漏れるか、一致がどこで崩れるかを識別し——、その後、関連する実践を精密に適用する。観照の原理（健康の輪の中心、そしてあらゆる領域に適用された臨在の分形）が、これを支配する。自己観察、正直な評価、継続的な再調整。ハーモニクスは目的地ではなく規律である——すべての次元にわたって一致の継続的な実践であり、一致が現在立っている場所と次に必要とされる場所の認識によって維持されている。

ハルモニアの指導モデルは、ハーモニクスの制度的表現である。それはコーチング、コンサルティング、療法ではない。それは、人々に輪を読むことを教えるための実践である。彼ら自身の一致を診断し、一致がどこで妨げられるかを識別し、関連する実践を適用する——その後、身を引く。その関係は、設計上、自己清算的である。成功とは、その人がもはやあなたを必要としないことを意味する。これは、依存を生み出すシステムと主権を生み出すシステムとの間の構造的な違いである。





知ることと存ることの円

調和的認識論は、体現された智慧を知の最高のモードとして識別する——自分の心の中に保たれているのではなく、自分の存在において実現された知。応用調和主義は、この認識論的誓約の構造的帰結である。最高の知が生きた知であるなら、概念的理解で止まる哲学は、その自身のテロス（目的）から短く止まった。それは、現実の構造を理解したが、それを入っていない。

円は、意図的で既約的である。ロゴスを完全に理解することなく、それとの一致を達成することはできない。それとの一致を達成することなく、完全に理解することはできない。実践は理解を深める。理解は実践を精錬する。輪は回転する。一度ではなく、継続的に、各回転は、それが反映する秩序とより精密で、より統合され、より共鳴している。これはヴェーダの伝統が、理性的思考は、真実に到達する手段ではなく、すでに見たか、またはより高い意識のレベルで生きた真実を表現する手段であると言ったときの意味であった。そして、これが調和主義が、その構造が理論的な地図ではなく実践的な青写真であると主張するときの意味である。地図は、歩むために存在し、歩みは、地図だけでは決して示すことができない領土の次元を明かす。

調和主義のアーキテクトニック次元——調和実在論、絶対者、宇宙、人間、主義の景観——は、現代の思想における最も知的に厳密な哲学的枠組みの中にある。応用調和主義は、この厳密さを減じない。それはそれを成就する。現実の多次元構造を記述してから、実践者に含意を自分で把握させることを残す形而上学は、仕事の半分を行った。調和主義は、全部の仕事を行う。絶対者からアトラス補正へ、ロゴスから朝へ、宇宙のアーキテクチャから、それを支持する秩序と一致して生きるされている単一の人間の生活のアーキテクチャへ。





理論と実践の離婚

応用調和主義が明示的に名付けられるべき理由があり、その理由は歴史的である。西洋の制度を支配する哲学の伝統は、数百年前に理論と実践を切断し、傷は治癒していない。

最初の罪は、文化的にではなく構造的である。理解は一つの活動であり、生きることは異なる活動であり、理解が完了した後に来るという前提。現代の大学はこのアーキテクチャを具現化している——哲学は教室で研究され、「応用」は学生の私生活に残される（彼らがそれまでたどり着いたら）。理論は一次的。実践は二次的。あなたは最初に善を知る必要があるそれから、それをすることができます。

これは、実際の変革をもたらした智慧伝統のあらゆる秩序を反転させる。理解と実践は連続的ではなく同時的である。あなたはまずダルマを理解し、それからそれとの一致を達成するのではない。一致が理解である。パタンジャリは、あなたが瞑想する前に心を理解することを求めていない。瞑想は理解である。ストア派のプロスケー（注意）は、注意についての理論ではなく、それの実践である。道教の無為は、把握されるべき概念ではなく、住まうべき存在様式である。バガヴァッド・ギーターは、圧力下で機能できない智慧は智慧ではないため、戦場で起こる。

離婚の結果は、現代の風景全体に見える。分析哲学は、論理と言語における素晴らしい技術的な仕事を生み出したが、伝統全体を生き生きとさせていた質問から自分自身を切断した。良い人生とは何か、そしてどのようにそれを生きるのか? 大陸哲学は、生きられた経験とのより多くの接触を保持した——現象学、実存主義、解釈学——しかし、散文が非常に密で自己参照的になったので、それはその人生の主張を照らすことであった人々へのアクセスができなくなった。哲学が博士号を読む必要があるときは、ソクラテスやブッダが認識するいかなる意味でも哲学であることをやめた。

一方、実践を放棄しなかった伝統——ヨガ、道教、近代的な復活におけるストア主義、仏教——は、人々がより良く生きたいときに実際に目を向けるものである。これは偶然ではない。それは、哲学が常にあるべき市場清算である。人生の方法であり、現実の理解に根ざし、人間の存在の全周囲を通じて表現される。

調和主義は、この確信を単に継承するだけではない——それは、現代の生活の全複雑性に対処するのに十分な包括的な現代的アーキテクチャを与える。輪は、古代のままであることを拒否し、単なる賢明なままであることを拒否する古い智慧の形である。それは青写真になる。そして青写真は、理論とは異なり、朝を変える。



参照：調和主義、調和の道、調和の輪、調和実在論、調和的認識論、主義の景観、ダルマ、ロゴス
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